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主任挨拶
中尾まさみ

　いつになく雨の多い 10 月とな
りました。ひんやりとした空気の
中、銀杏並木を歩けば、 ' Season of 
mists and mellow fruitfulness. . .' など
と口ずさみたくもなるというもの
です。
　今年度は、同窓生の皆様にキャ
ンパスを訪れていただく機会の多
い年になりました。去る 6 月 19
日夕刻にキャンパス内の新しいレ
ストラン、ルヴェソンヴェールで
開催されたイギリス科同窓会は、
60 名以上の方々にお集まりいた
だき、たいへん賑やかなよい会に
なりました。お忙しい中、ご参集
下さいました皆様に、心より御礼
申し上げます。同窓会は、５年に
一度の開催を目指しております。
今回おいで頂けなかった方々にも、
次回は是非お目にかかりたいと思
います。
　また、10 月 14 日には、50 年
前にイギリス科初代の外国人教師
として 教鞭 を 執 られた Anthony 
Thwaite先生が  来日され、現在同
職を務められる Richard Beard先生
と  'Visiting Writers at Todai 1955 -  
2005: Fifty Years of Literary 
Inspiration' と題した対談をされま
した。詩人である Thwaite 先生と
小説家である Beard 先生が、文学
者として教師として、駒場での日々
をどう感じられた（ている）か、
ユーモアを交えたたいへん興味深
いお話を伺うことができました。
当日は 50 年前の学生から現役の
学生まで、幅広い聴衆が一堂に会
する貴重な機会となったほか、以
前 外 国 人 教 師 を 務 め ら れ た
Graham Law 先 生 や Andrew 
Fitzsimons先生も駆けつけてくだ
さり、こちらも大いに盛り上がり
ました。
　そして、11 月19 日には、ホー
ムカミングデイが行われます。イ

ギリス科研究室も昨年同様、午後
４時から５時半まで開放いたしま
す（詳細は裏面）。どうぞ皆様、
懐かしい駒場へお運び下さい。

新任のご挨拶
西川杉子

　今年度からイギリス科に着任し
た西川杉子です。専門は近世イン
グランド・近世ヨーロッパ史です。
9 月末まで神戸大学文学部との併
任をつとめておりましたので、よ
うやく駒場での本番が始まったと
いうところですが、駒場のキャン
パスは広くてまだ迷うこともしば
しばです。
　私は立教大学文学部史学科で学
び、そのまま立教の大学院に進学
いたしました。当時の立教・西洋
史は大学院生の数がたいへん少な
く、ゼミは指導教員の松浦高嶺先
生とほとんど一対一、西洋史全体
の共同演習では、先輩たちが論文
作成のために籠ってしまうと教員
4 名に学生は私だけということも
あったほどです。いまから振り返
ると恵まれた環境だったのですが
（不勉強な私には大変怖かったの
です）、その半面ほとんど井の中
の蛙状態でした。松浦先生が退職
されると、後任の青木康先生の指
導を受けると共に、同じ時期に本
郷に転任されてこられた近藤和彦
先生のゼミにも出席させていただ
くようになったのですが、東大の
学生たちの対象とするテーマ・時
代の多様なことにたいへん驚いた
ことを覚えております。
　修士論文では、マイクロフィル
ムで入手した亡命ユグノー・ジャー
ナリストの手による新聞記事を通
して、18 世紀初頭のイングラン
ド政治社会を論じたものをまとめ
ました。その後博士過程に進学し、
キャノン奨学金を得たのがきっか
けとなって、92 年秋からロンド
ン大学ユニヴァーシティ・コレッ

ジ（UCL）の博士課程に留学する
ことになりました。このコレッジ
にはイギリスのユグノー研究の中
心的な組織「イギリス・アイルラ
ンド・ユグノー協会」の図書館が
あることを知っていたので、それ
を利用して、修論のテーマを一歩
進める形で 17 世紀末イングラン
ド名誉革命に亡命ユグノーが及ぼ
した影響について調査しようと考
えていたのです。指導は 17 世紀
教会史が専門の Nicholas Tyacke先
生が引き受けてくださいました。
当たり前のことですが、それまで
日本で、主に二次文献を読むこと
で構想していた論文のテーマがそ
のままイギリスで通用するはずも
なく、すぐにオリジナリティとは
なにかという問題に突き当たり、
史料のなかから議論を組み立てて
ゆく必要性を痛感するようになり
ました。この頃は、Tyacke先生に
中間報告を行なうと、ほぼ数行ご
とに evidence は、 evidence は、と
いう先生の質問を受けました。そ
れから半ば、開き直って、イング
ランドの高位聖職者や政治家に宛
てたヨーロッパ大陸諸国からの書
簡や、迫害されたユグノーやその
他のプロテスタントのための義捐
金募集の記録をひたすら読み、書
き写すこと 2 年余り。史料から
史料へ、なかば芋ずる式に史料を
求めて、ロンドンから、オックス
フォード、グロースターやスタッ
フォード、エディンバラへ、さら
にアムステルダム、ハーグ、そし
てイタリアのアルプス地帯へと調
査範囲を広げているうちに、「啓
蒙の世紀」といわれた 18 世紀に
おいてもなお、宗派的なネットワー
クが汎ヨーロッパ規模で広がって
いたことに気がつくようになりま
した。 結局、 計 6 年 か か っ て
'English Attitudes toward Continental 
Protestants with Particular Reference to 
Church Briefs c. 1680 - 1740' という

        



題目で博論を書き上げましたが、
プロテスタント・ネットワークの
研究はまだ続行中です。論文を提
出した翌日、続けてプロテスタン
ト・ネットワークの調査をするた
めにリトアニアへ向かった時の高
揚感は忘れることが出来ません。
　帰国してから 1 年後、神戸大
学文学部史学科（現在は人文学科
西洋史専修）に就職して、5 年間
過ごしました。六甲山の中腹にあ
るキャンパスから見下ろすと、海
が広がっているのがなんとも気持
ちのよいところでした。私は生ま
れも育ちも東京なので、関西に住
むこと自体がひとつの冒険でもあ
りました。これからは駒場という
新しい場で、自分の世界を広げ、
同時に学生諸君と知識を共有し、
議論をしていくことを望んでいま
す。よろしくお願いいたします。

イギリス科教員の語るイギリス
シリーズ第 3 回
トラファルガー遠望

山本史郎
　今年 2005 年は、イギリスの
英雄ホレイシオ・ネルソンがトラ
ファルガー海戦で戦死してから、
ちょうど二百年目にあたる。
　1805 年 10 月 21 日、イギリ
ス海軍の 27 隻の戦艦が、ジブラ
ルタル海峡に近いスペイン沿岸の
トラファルガー岬沖でフランス・
スペインの 33 隻からなる連合艦
隊と激突した。午前 11 時過ぎ、
ようやく敵を把捉しつつあったネ
ルソンは、「英国ハ各員己ガ義務
ヲ果タサンコトヲ期待ス」という
有名な激励信号を発した。そして
約 2 時間後の 1 時 15 分ごろ、フ
ランス戦艦ルドゥターブルの狙撃
兵の放った鉛の銃弾がネルソンの
胸の動脈を切断し、脊椎をうち砕
いた。ネルソンはこのあと苦悶の
なか 4 時半まで生き延び、自軍
の損失はゼロ、捕獲もしくは撃沈
した敵艦 18 隻という一方的な大
勝利の報告をうけて、「神様のお
かげで義務を果たすことができま
した」と呟きながらこときれた。
　劇的といえば劇的  ―  現実は
小説より云々と俗に言うが、劇作
家がこのような筋書きのドラマを

創作したとすれば、あまりに臭く
て見ていられないのではないだろ
うか。しかし、ネルソンという人
物の面白いところは、神を本心か
ら敬い、国家に対しても神秘的な
感覚すら抱いていたばかりか、英
雄としての自分の運命を信じてい
たらしいことである。したがって、
「本懐をとげた」という表現は、
ネルソンについて述べた場合には
百パーセント文字通りで、ネルソ
ンへの皮肉も、そう述べる人自身
への慰めも混じらない。神はまさ
に当たり役の俳優を、自らの書い
た壮大な物語の主人公に配したの
である。
　このネルソンの勝利を追想して、
百年前の 1905 年に世界各地で
祝賀が催された。ロンドンのトラ
ファルガー広場では大規模な記念
祝典があった。日本でさえ、東郷
大将の写真と並んで、ネルソン提
督の肖像が新聞に掲載されたとの
ことだ。ちなみに同じ年の 5 月
27 日には、東郷平八郎ひきいる
連合艦隊が、ロシアのバルチック
艦隊を相手に対馬沖で戦いをいど
み、ネルソンに劣らぬ完璧な勝利
をあげた。当時は日英同盟の時代
で、しかも日本海軍がイギリス海
軍をモデルにして作られていたこ
となどを考えると、ネルソンと東
郷の肖像を並べたというところに、
明治日本の自信、自慢、気負いな
どが感じられて、むしろほほえま
しい気がする。
　さらにその百年後、つまり今年
のことだが、さる6月29日にポー
ツマス沖の海上で記念の大行事が
行なわれた。エリザベス女王をは
じめイギリスの王族が参加した海
軍の観艦式に引き続き、本物の帆
船によるトラファルガル海戦の再
現が行なわれた。さすがにＥＵで
ヨーロッパの融和をめざしている
時代なので、イギリス対フランス
というかたちではなく、青組と紅
組の決戦という形式だったようだ
が、5 か国から参加した都合 17
隻の記念的な帆船が実際に大砲を
放ちながら、トラファルガル海戦
の実際のありさまを再現したばか
りか、ネルソンに扮した俳優が戦
艦ヴィクトリーに乗り込む場面か

らはじまり、死の場面までを演じ
た。そのあとはお決まりの花火の
打ち上げだが、なんと「アテネオ
リンピックで用いられた総量より
も多かった」とのことである。
　ネルソンが戦死したときに乗っ
ていた戦艦ヴィクトリーは、その
まま保存されて、現在でもポーツ
マスの乾ドックに係留されている。
艦内を見ることはできるが、かな
らず案内付きの見学である。イギ
リスにとって超重要の国宝だから、
本音を言えば、半分以上は案内と
いうよりは監視なのだろう。ヴィ
クトリーは「戦艦」とはいっても、
1765 年に進水した木造帆船であ
る。戦闘でこうむった損傷はもち
ろんのこと、長いこと水に浮かん
でいたので腐食が進んだ。次々と
補修が行なわれた結果、現在のヴィ
クトリーでオリジナルの木材が占
める割合は 2～30 パーセントだ
ろうという。新陳代謝を行ないな
がらも、トラファルガーの最後の
生存者がここに生きている。

ホームカミングデイのお知らせ
　きたる 11 月 19 日土曜日、本
郷・駒場両キャンパスにおいて、
大学全体の同窓会であるホームカ
ミングデイが開催されます。8 号
館 3 階 317 号室イギリス科研究
室では、当日、午後 4 時から 5
時半までの間、お飲み物などご用
意の上、皆様のおいでをお待ちし
ております。
　会の詳細はお手元に届いている
ことと存じますが、ご不明の点は
下記ウェブサイトからご確認くだ
さい。

http://www.c.u-tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo
/komed20051119.html

●イギリス科からのお願い●
ご住所等の変更ございましたら、

ご連絡下さいますようお願い申し上げます。

 


